




























































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 35 号（2014 年 3 月 20 日）
スタイルである。たとえば，自分は原発の廃止
が正しいと考えているとしよう。しかし，それ
は盤石なのだろうか。自分と逆の立場の意見を
想定し，その批判に自分の意見が耐えられるか
自問自答してみなければならない。原発維持を
主張する人々の意見に耳を傾け，その論点を研
究し，それを切り返すことができるようになる
まで，自分の意見を深めるのである。対立仮説
の洗礼を受けていない意見は強固でない。早晩，
マスメディアや他人の意見に影響されて，自分
の意見は崩壊する。自分の意見を相対化するこ
とで，独善や視野狭窄に陥ることを避けること
もできる。このような＜ディベート的思考スタ
イル＞を育てること，これこそがディベート学
習をとおして培うべき最も重要な学力である
と，私は考えている。
